












































1) 調査の実施：平成 21 年 9 月〜 11 月　調査対象短大毎に「質問紙調査」の一斉実施・回収
2) 調査の対象：全国 48 短大（北海道３　東北３　関東６　東京３　中部　９　近畿６　　
大阪２　中四国１	九州沖縄１７）の









家庭科出身者（全体の 4.6％　358 人）の 76.3％は、教育と家政分野の学生であった。また、全日制
の出身者が 97.3%を占め、年齢は 18-19 歳が 95.5%と高校卒業直後に短大へ進学した者がほとんどで
あった。
　高校時代は、授業には出席して試験前には一生懸命に勉強するが、予習復習の習慣が確立してい









に特に力を注ぎ、また、｢サークル・クラブ・部活動 (3.5)｣ にも 6 割近くが熱心に参加していた。ま









のは、製菓（62.5％⇔ 69.6％）のみで、英語（41.0％⇔ 75.9％）調理（（38.1％⇔ 69.6％）保育（27.6％
⇔ 64.4％）と、平均よりもかなり低い割合であることは大きな特徴である。
高校時代の学習に対する取り組みについては、3学科は調査全体との間で大差は見られないが、留学
生では、1週間の授業以外の学習時間は 1日 3時間以上の者が 8割を越えており、日本の短期大学進









































決めていたのは 6割弱であった。その割合は専攻分野間で異なり、教育 (67.0% )、保健 (64.8% ) で高く、
人文・教養 (45.6% ) で低かった。
　短大への進学理由は ｢学びたい分野があった (64.0% )｣「資格・検定取得のため (60.8% )」が多いが、
｢自宅から通える (37.4% )」「就職に有利（34.8%）」も 3割を超えている。短大卒業生調査 ( 注１) と比








分かる。さらに、「自宅 ( 親元 ) から通える｣と ｢経済的理由｣の選択割合が、卒業生よりも在学生が
高いことは、近年、短大への進学理由に家庭の経済状況の影響が強まっていることを示している (表 2)
　専攻分野別の進学理由を見ると、教育 (72.8% ) で「資格・検定取得のため」が高く、「編入制度があっ
















物（調理 9.5％・製菓 16.7％）のみならず、むしろ、英語（17.9％）の学生の 1年前の第一志望が専門
学校だったことは大変興味深い。また、進学か就職かの選択も含めて「まだ、迷っていた」者の比率
も高い。家庭の経済状況の影響があると思われる。
　本学日本人学生の短大進学理由で最も多かったのは、｢学びたい分野があった (81.2％ )｣ で、目的
を持って進学する傾向が高いといえる。学科分野別の全体の平均と比較しても、3学科ともにこの項
目の選択比率が高い ( 英語 17.0％高　食物調理 9.0％高　食物製菓 20.9％高　保育 14.9％高 ) ことが分














	注１：「短大学生調査」との比較で使用した卒業生のデータは、本研究グループが、全国 14 短大の卒業後 2年目（Ｈ


























　　　　　　　　　　　　　　　　（平均値：5 段階評価の平均，％：4 と 5（力を注いだ）を選んだ割合）
　次に短大生１週間の具体的な生活の様子をみるため、授業期間中、さまざまな活動に費やした１
週間の合計時間を表５－２と表５－３に示した。表５－２は、授業出席及びそれに関連する勉強が
週合計 21 時間以上（参考：１コマ 90 分で週 10 コマの場合 15 時間）と答えた割合である。表５－３
は各活動が週合計２時間以上と答えた割合である。
　１週間当たり 21 時間以上勉強する学生の割合は、調査全体では教育分野（70.3%）が最も多く、家























































































































































































































学科間で差がみられるのは、「短大や進学先で得た知識・技能の活用 (4.21)」であり、人文 (3.94) や地





的な評価 (3.90)｣ ｢高い収入 (4.03)｣ を重視する割合は低かった。
　本学学生の重視度は、短大平均と比較しても全体的には大きな差はみられない。しかし、｢高い収
入 (3.84)｣ を重視しない傾向が食物科 (3.63) と保育学科（3.82）で特にみられた。地方・自宅通勤等の
就職先選択の諸条件を勘案すれば，高い収入を望めないことを学生たちは意識しているのであろう
か。















び仕事に就く ( 仕事中断再就職 )｣ が、短大生には最も支持され 6割を超えて（62.8％）いる。「結婚





　本学では、保育学科で仕事継続支持派が 3割を超えていたが、食物科 (11.4％ ) と英語科 (15.8％ )
では低率であった。また、留学生は「結婚しないで仕事を続ける」を選択した者が 3割であった。
　今人生で最も重視することは、｢楽しい毎日の生活 (63.4％ )｣ であり、「家族や身近な人との生活














































































































　　16 〜 18 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（１）　課題番号 16330170）研究成果報告書
　　　　　　　　　　　　　　
注）本報告で使用したデータは、平成 21 年度科学研究費補助金「短期大学教育とステークホルダー
に関する総合的研究」（基盤研究（Ｂ）課題番号21330195、研究代表者：安部恵美子）の助成を受けて行っ
た調査のものである。データの数値は 2010.3.31 現在の速報値である。
